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要旨
　本研究では、ひきこもり当事者の心理状態を明らかにすることを目的とした。特に、社会とつ
ながりつつある当事者の心理状態に焦点を当て、ひきこもり当事者・体験者の声を発信している
雑誌を対象に、質的統合法（KJ）法を用いて分析した。本研究で浮かび上がってきた社会とつ
ながりつつあるひきこもり体験者の心理状態は、「当事者同士の集まりで弱さでのつながり感を
もち、刺激を受けながら、自己の考えを転換し、周囲の人への希望を抱きながら前に進もうとし
ているが、外に出ることへの辛さと嬉しさの葛藤は依然存在している状態」であった。
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Ⅰ　はじめに

　ひきこもりの研究については、これまで当
事者のみならず家族との接触が困難なことも
あり研究もあまり進んでいるとは言えなかっ
た。しかし近年、ひきこもり問題への関心も
高まり、徐々に調査報告も多くなってきている。
ひきこもり当事者の心理的側面についての研
究では、当事者の心理的特性（親和性）につ

いての研究が盛んに行われるようになってき
た。また、回復に向けてのプロセスでは、草
野が、民間ひきこもり援助機関の利用による
ひきこもり状態からの回復プロセス1）、また
斎藤らが、ひきこもる人が社会との再会段階
から就労を決断するまでの心理社会的プロセ
ス2）、ひきこもり状態の人が支援機関に踏み
出すまでの心理的プロセスと家族支援3）にお
いて、ひきこもる人の心理的プロセスを明ら
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かにしているが、ひきこもっている人の心理
状態が十分明らかになっているとは言い難い。
これらはいずれもインタビュー調査によるも
のであるが、2017年ひきこもり当事者・体験
者の声を発信している雑誌『ひきポス』が創
刊され、当事者・体験者が発する生の声を聴
くことができる雑誌として注目を集めている。
そこで今回、この『ひきポス』の体験者の生
の声を対象とすることで、ひきこもっている
人の心理状態を理解する上で示唆を得ること
ができると考え研究することとした。
　本研究では、社会とつながりつつあるひき
こもり体験者の心理状態について理解を深め
ることを目的とした。

Ⅱ　研究方法

１．対象
　2018年より刊行された、ひきこもり当事者・
体験者の声を発信する情報発信メディア（雑
誌）である『ひきポス』No.１からNo.５4～8）

を対象とした。各号でそれぞれ特集が組まれ
ているが、特集に関わりなく研究目的に沿う
表現を対象とした。

２．データ収集
　2018年12月より2019年５月にかけデータを
収集した。データは、雑誌『ひきポス』No.
１よりNo.５の中で、社会とつながりつつあ
る状況の中でのひきこもり体験者が語ってい
る思いである。本研究での体験者が語ってい
る思いとは、体験者がその状況の中で生きて
いく支えになっていると考えられる思いや辛
さであり、関連すると思われる内容を抽出し
た。なお、雑誌『ひきポス』を対象とし、内
容を引用するに当たっては編集者の同意を得
た。

３．分析方法
　データの分析は、質的統合法（KJ法）を

用いた。データ収集・分析については質的統
合法（KJ法）の研修に参加した共同研究者
より指導を受けた。質的統合法（KJ法）は、
川喜田二郎のKJ法を山浦晴男が看護分野に
おける質的研究方法9）として発展させてきた
ものであり、事例から論理の抽出・発見を行
う質的統合法（KJ法）は、本研究でのひき
こもり体験者の思いから、事例に共通する論
理を抽出し、理論化を図るのに適していると
判断した。
　分析の手順は、素材の単位化をはかりラベ
ル化し、ラベルを広げ、ラベルを１枚ずつ読
み上げ「志」が似たものどうしを集め（ラベ
ル集め）、「表札」作りを行った。表札はより
似たものどうしでグループ編成を行った。各
グループのラベルにシンボルマークを記入し、
グループのラベルの関係を構造化し、構造図
（見取り図）を作成した（図解化）。最後に、
質的統合法（KJ法）により抽出された理論
と先行研究を比較し検討を行った。

４．倫理的配慮
　対象とする内容は、ひきこもり当時者の生の
声であり、できるだけ忠実に記入する。ただし、
内容の変更がない程度で、表現を削除した。

Ⅲ　結果

１．研究対象の概要
　雑誌『ひきポス』No.１からNo.５の投稿者
は15名であった。そのうち１名の投稿者につ
いては、研究内容に該当するものがなかった
ため除外し、14名の投稿者の投稿内容を対象
とした。なお、投稿者は14名全員匿名で投稿
しており、投稿内容はひきこもり当事者を代
表する投稿であるとは言い切れないが、ひき
こもり体験者が雑誌「ひきポス」の編集に携
わっており、ひきこもり体験者の真の声であ
ると考えられ十分研究の対象となりうる内容
であると判断した。
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２．分析結果
　投稿者の投稿内容から単位化されたラベル
は94個であり、最終的な表札は６個となった。
分析をおこなった結果、以下のことが明らか
になった。なお、シンボルマークを＜　＞、
表札を〔　〕、元ラベルを「　」で示す。見取
り図は図１の通りである。
　ひきこもり体験者は、＜ひきこもり当事者同
士の集まりでの体験＞として〔弱さでのつな
がり感と思いもよらないいろいろな刺激〕を
受けていた。そういった仲間に支えられる中で、
＜自己の固執した考えの転換＞として、〔「し
なければならない」から「失敗しても大丈夫」
への考え方の転換〕が行われていた。〔周囲の
人自身の幸せの実現と安心できる弱いつなが

り〕という＜周囲の人への希望＞が相俟って
存在していた。＜自己の固執した考え方の転
換＞は、〔体験を話すことによる受容された感
覚とコミュニケーションの深まり〕という＜ひ
きこもり体験の肯定的理解＞へと進む。また、
＜周囲の人への希望＞からは〔自分を心配し
て提供される重くない援助の受容と提供者へ
の感謝〕という＜自分を縛らない援助の受容
＞へと進む。＜ひきこもり体験の肯定的理解
＞と＜自己を縛らない援助の受容＞は両面で
＜ひきこもり状態から外へ出る意味＞へと進
むがそれは、〔外へ出る辛さの持続とうれしさ
の葛藤〕としてあらわれる。すなわち、本研
究で浮かび上がってきた社会とつながりつつ
あるひきこもり体験者は、「当事者同士の集ま
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りで弱さでのつながり感をもち、刺激を受け
ながら、自己の考えを転換し、周囲への希望
を抱きながら前に進もうとしていた。しかし、
外に出ることへの辛さと嬉しさの葛藤は依然
存在している状態存在している」心理状態で
あった。

Ⅳ　考察

１ ．ひきこもり当事者同士の集まりでの体験
　ひきこもり体験者にとって、安心してつな
がりを持てる人は同じ体験をもつ当事者であ
った。ひきこもり当事者同士のつながりの中
（居場所）で、体験者は「弱さでつながって
いると感じ」たり、「お互い弱いよね」と話
をすることもあり、弱さに通じるものを見つ
けていた。体験者は他の当事者との会話に「世
界観が似ているので話が通じるのが早い」と
感じているのに対し、当事者以外の人との関
係ではつながりを持ちにくいと感じていた。
一方、当事者同士の集まりでも、中には「就
労」している人もいて、それらの人からいろ
いろの情報を得ることができるなど、当事者
同士の集まりをただ「つながり」を認めあう
集まりではないと感じている体験者もいた。
その半面「弱さだけで集まっていると、長期
になると、自己評価がどんどん下がってしま
う」と感じる体験者もいた。このようにひき
こもり当事者同士の集まりは、いろいろ刺激
をうける場であるが、単に刺激を受ける場に
とどまらず、そこでは石川10）が述べている
ように、本人が考える機会を得られる場（内
的作業を促す場）でもあるということを支援
者は理解しておくことが重要と思われる。

２．自己の固執した考えの転換
　〔「しなければならない」から「失敗しても
大丈夫」への考え方の転換〕が大きな意味を
なしていた。草野1）も「固定観念のとらわれ
からの開放」が回復の心理的要因になる旨指

摘している。また、古志ら11）は、ひきこも
り状態にある若者に、「自己変容志向」があ
ることを指摘している。今回の研究でも、＜
自己の固執した観念の転換＞が重要であるこ
とが示唆された。この＜自己の固執した考え
の転換＞は難しいと思われるが、支援者とし
ては、ひきこもり当事者のなかに自己変容志
向があると理解し、忍耐強く関わっていく必
要があるのではないかと思われる。

３．周囲の人への希望
　ひきこもり体験者は〔周囲の人自身の希望
の実現と安心できる弱いつながり〕を＜周囲
の人への希望＞として挙げていた。「あなた
のためだと善意を含ませると対話する気もう
せてしまったり」「夫婦（両親）が穏やかに
談笑している姿にようやく安心」できていた
りと自分を優先的に考えられることに強い抵
抗感を感じていた。失敗した時には自己評価
がなお下がってしまい自責感を強め、ひきこ
もり当事者をさらに追いつめることになると
考えられる。

４．ひきこもり体験の肯定的理解
　池上12）は、人は孤立した中で、向き合う
相手が自分しかいない状況に長期間置かれれ
ば、まず自己否定をすると述べている。社会
とつながりつつあっても自己否定はなくなら
ないが、そんな状況でも体験者は徐々にひき
こもりについて自分でも考え、受け入れ始め
ていった。それは、ひきこもり体験を話すと
いう行動にあらわれ、〔体験を話すことによ
る受容された感覚とコミュニケーションの深
まり〕という＜ひきこもり体験の肯定的理解
＞につながっていた。つまり、体験者は話を
聴いてもらえることで受容された感を覚え、
コミュニケーションの深まりを感じていた。
斎藤は、「必要最低限の自信や自己価値感情
を取り戻すために、他者から承認されること
が不可欠だ」13）と述べている。自己の体験
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を話すことは、ひきこもってしまったという
負い目を緩和すると同時に、自分を承認して
もらう良い機会であると考えられた。

５．自分を縛らない援助の受容
　＜自分を縛らない援助の受容＞には〔自分
を心配して提供される重くない援助の受容〕
とその援助をしてくれる〔提供者への感謝〕
という意味が含まれる。ひきこもり体験者は
「あなたのためだ」と言う意味が含まれると
動けなくなっていたが、普通に自分を心配し
てくれて提供される重くない援助は受け入れ
られ、そういう人に対しては感謝の念も抱い
ていた。斎藤14）は、治療場面においては、「愛」
に依存するのではなく「親切」を心掛けるべ
きと述べている。自分を縛らない援助とは、
まさに斎藤の言う「親切」な行為に他ならな
いと考えられる。支援者が心得ておくべきこ
とは、「あなたのために」という思いで関わ
るのではなく、困っている人に手助けをする
普通の親切をもって関わることが有効である
ということである。

６．ひきこもり状態から外へ出る意味
　＜ひきこもり状態から外へ出る意味＞には、
〔外へ出る辛さの持続とうれしさの葛藤〕と
いう内容が含まれる。これは、＜ひきこもり
体験の肯定的理解＞と＜自己を縛らない援助
の受容＞の両面でもって導かれるもので、ひ
きこもり体験者は〔簡単な仕事も遣り通すこ
とで、充実感を覚えたり〕〔ステップアップ
していったことで自分を迎えられたり〕して
嬉しさを感じていた。また、〔娯楽や勉強に
ならない趣味を持つことで緊迫感〕がほどけ
たりしていたが、一方「外にでたからといっ
て、それを与えていた源が消えてなくなるわ
けではないから。だから外に出た後も苦しみ
と付き合っていくことに自然となる」という
思いも感じていた。
　このように、社会とつながりつつあるひき

こもり当事者にも、さまざまな思いがあり、
ひきこもっている人の支援を考えていく場合
には、それらの思いも理解した上で関わって
いく必要があることが示唆された。

Ⅴ　本研究の限界と今後の展望

　研究対象の雑誌『ひきポス』に投稿された
内容は、ひきこもり当事者を代表するもので
はなく本研究の結果から理論を一般化するこ
とは出来ないが、ひきこもり当事者の心理状
態の理解と支援の一助になると考えられる。
今後は、面接調査などを行い、個別事例を類
型化し理論の一般化を進めていきたい。
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